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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第41期

第１四半期
連結累計期間

第42期
第１四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 1,027,074 1,067,620 4,569,571

経常利益 (千円) 149,677 154,144 857,025

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 103,374 109,872 496,689

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 106,931 147,146 317,851

純資産 (千円) 9,233,681 9,401,807 9,398,625

総資産 (千円) 9,712,802 10,106,187 10,332,814

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 10.77 11.44 51.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 94.8 92.4 90.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第41期第１四半期連結累計期間及び第41期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第42期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部には改善の遅れもみられるものの、雇用・所得環境の改

善を中心に緩やかな回復基調となっておりますが、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実

性、金融資本市場の変動等のリスクがあります。

　当社グループは、中長期の企業価値向上を目指して、「コンテンツ事業」の更なる成長と「再生可能エネルギー

事業」を新たな柱に育成してまいります。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,067,620千円（前年同期比3.9％増）、営業利益73,788千円（前年

同期比22.3％減）、経常利益154,144千円（前年同期比3.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益109,872千

円（前年同期比6.3％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（コンテンツ事業）

　コンテンツ事業の売上高は1,067,193千円（前年同期比4.0％増）、セグメント利益は164,709千円（前年同期比

10.0％減）となりました。

　当該事業の更なる成長を目指し、ヒットコンテンツの創出のため様々なプラットフォームでの積極的な研究開発

や人材採用などの事業投資に取り組んでまいります。

　主力ビジネスである「ＮＴＴドコモスゴ得コンテンツ」「ａｕスマートパス」など向けにコンテンツ提供する

キャリア主導サービスに加えて、スマートフォン及び「Nintendo Switch」向けのゲームコンテンツビジネスにも

引き続き注力いたします。

（再生可能エネルギー事業）

　再生可能エネルギー事業の売上高は426千円（前年同期比22.3％減）、セグメント損失は15,492千円（前年同期

は17,487千円のセグメント損失）となりました。

　中長期的な発電量の増加を目指し、水圧管路を利用した100kW以上の発電設備設置の新規立地開拓に取り組んで

おります。

　

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して226,627千円減少した

10,106,187千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が221,335千円及び流動資産のその他が93,182千円

の減少となったものの、投資有価証券が108,750千円の増加となったことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して229,809千円減少した704,379千円となりました。その主な要因は、未

払法人税等が107,013千円及び営業未払金が72,765千円の減少となったことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して3,182千円増加した9,401,807千円となりました。その主な要因は、その

他有価証券評価差額金が37,087千円の増加となったものの、利益剰余金が34,092千円の減少となったことによるも

のであります。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は36,917千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,480,000

計 47,480,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,649,000 10,649,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 10,649,000 10,649,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 10,649 ― 2,669,000 ― 667,250
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,051,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,595,200
 

95,952 ―

単元未満株式 普通株式 2,500
 

― ―

発行済株式総数 10,649,000 ― ―

総株主の議決権 ― 95,952 ―
 

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が3,300株含まれてお

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が33個含まれております。

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

イマジニア株式会社
東京都新宿区
西新宿二丁目７番１号

1,051,300 ― 1,051,300 9.9

計 ― 1,051,300 ― 1,051,300 9.9
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,990,021 3,768,685

  売掛金 1,050,802 1,060,319

  有価証券 4,168 2,595

  商品及び製品 9,475 8,937

  仕掛品 6,864 25,361

  原材料及び貯蔵品 19 2

  その他 210,106 116,924

  貸倒引当金 △954 △1,177

  流動資産合計 5,270,503 4,981,648

 固定資産   

  有形固定資産 79,232 75,565

  無形固定資産 8,030 7,668

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,463,098 4,571,848

   破産更生債権等 115,164 119,825

   その他 515,349 472,855

   貸倒引当金 △118,564 △123,225

   投資その他の資産合計 4,975,047 5,041,303

  固定資産合計 5,062,310 5,124,538

 資産合計 10,332,814 10,106,187

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 14,794 11,973

  営業未払金 382,379 309,613

  未払法人税等 127,921 20,907

  賞与引当金 - 8,250

  その他 405,049 350,801

  流動負債合計 930,145 701,545

 固定負債 4,043 2,833

 負債合計 934,189 704,379

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,669,000 2,669,000

  資本剰余金 2,466,023 2,466,023

  利益剰余金 5,049,048 5,014,955

  自己株式 △622,364 △622,364

  株主資本合計 9,561,706 9,527,614

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △224,478 △187,390

  その他の包括利益累計額合計 △224,478 △187,390

 非支配株主持分 61,396 61,584

 純資産合計 9,398,625 9,401,807

負債純資産合計 10,332,814 10,106,187
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 1,027,074 1,067,620

売上原価 517,002 479,762

売上総利益 510,071 587,858

 返品調整引当金戻入額 1,566 -

 差引売上総利益 511,638 587,858

販売費及び一般管理費 416,613 514,069

営業利益 95,025 73,788

営業外収益   

 受取配当金 54,183 56,684

 為替差益 - 24,701

 貸倒引当金戻入額 200 -

 持分法による投資利益 3,018 -

 その他 1,265 1,625

 営業外収益合計 58,667 83,012

営業外費用   

 為替差損 2,330 -

 投資事業組合運用損 1,638 1,571

 持分法による投資損失 - 1,048

 その他 46 35

 営業外費用合計 4,015 2,655

経常利益 149,677 154,144

特別利益   

 新株予約権戻入益 662 -

 特別利益合計 662 -

税金等調整前四半期純利益 150,340 154,144

法人税、住民税及び事業税 58,059 17,830

法人税等調整額 3,429 26,255

法人税等合計 61,488 44,085

四半期純利益 88,852 110,059

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△14,522 187

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,374 109,872
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 88,852 110,059

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 18,079 37,087

 その他の包括利益合計 18,079 37,087

四半期包括利益 106,931 147,146

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 121,453 146,959

 非支配株主に係る四半期包括利益 △14,522 187
 

EDINET提出書類

イマジニア株式会社(E04959)

四半期報告書

10/15



【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 5,150 千円 4,028 千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月15日
取締役会

普通株式 115,171 12 平成29年３月31日 平成29年６月７日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月15日
取締役会

普通株式 143,964 15 平成30年３月31日 平成30年６月７日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
コンテンツ

事業

再生可能
エネルギー

事業
計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

 外部顧客への売上高 1,026,525 548 1,027,074 - 1,027,074

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - -

計 1,026,525 548 1,027,074 - 1,027,074

セグメント利益
  又は損失(△)

182,995 △17,487 165,508 △70,483 95,025
 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去150千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用70,633千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等にか

かる費用であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
コンテンツ

事業

再生可能
エネルギー

事業
計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

 外部顧客への売上高 1,067,193 426 1,067,620 - 1,067,620

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - -

計 1,067,193 426 1,067,620 - 1,067,620

セグメント利益
  又は損失(△)

164,709 △15,492 149,217 △75,429 73,788
 

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去812千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用74,616千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等にか

かる費用であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益  10円77銭  11円44銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 103,374 109,872

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

103,374 109,872

   普通株式の期中平均株式数(千株) 9,597 9,597

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

また、当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成30年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ)配当金の総額………………………………………143百万円

(ロ)１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年６月７日

(注) 平成30年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月10日

イマジニア 株式会社

取締役会 御中

 

東 陽 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　　田　　正　　史 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 川　久　保　　孝　之 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイマジニア株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イマジニア株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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